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  （百万円未満切捨て）
１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第２四半期 36,797 12.2 1,128 23.2 1,154 24.0 785 33.5 

2019年３月期第２四半期 32,783 － 915 － 930 － 588 － 
 
（注）包括利益 2020年３月期第２四半期 741 百万円 （24.3％）   2019年３月期第２四半期 597 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第２四半期 23.39 23.14 

2019年３月期第２四半期 17.63 17.14 

（注）１．当社は、2018年３月期第２四半期については四半期連結財務諸表を作成していないため、2019年３月期第２四
半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

２．当社は、2019年５月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益」を算定しております。 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年３月期第２四半期 20,011 10,681 53.4 

2019年３月期 21,019 10,544 50.2 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第２四半期 10,681 百万円   2019年３月期 10,544 百万円 
 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 0.00 － 37.00 37.00 

2020年３月期 － 0.00      

2020年３月期（予想）     － 25.00 25.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
当社は、2019年５月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っておりますが、2019年３月期の配当
金については、当該株式分割前の実際の配当金額を記載しております。 
 

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 
  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 80,000 15.7 3,900 35.9 4,000 38.1 2,760 34.4 82.19 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
 



※  注記事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）       、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期２Ｑ 33,977,200 株 2019年３月期 33,961,200 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 390,772 株 2019年３月期 400,174 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 33,574,276 株 2019年３月期２Ｑ 33,365,286 株 

（注）当社は、2019年５月1日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株

式数」を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 ・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、添付資料３ペ

ージ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。 

 ・2020年３月期の連結業績予想に記載の「１株当たり当期純利益」の計算の基礎となる期中平均株式数につきまし

ては、当第２四半期までの新株予約権の行使による株式増加数を反映させて算出しております。 

 

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 

 当社は、2019年11月11日（月）に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定です。 

 当日使用する四半期決算説明資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。 

 

 

 



（参考）個別業績の概要 
2020年３月期第２四半期の個別業績（2019年４月１日～2019年９月30日） 
（１）個別経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第２四半期 33,955 13.3 1,131 15.8 1,136 15.6 777 23.5 

2019年３月期第２四半期 29,969 － 977 － 983 － 629 － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第２四半期 23.14 22.89 

2019年３月期第２四半期 18.86 18.33 

（注）１．当社は、2018年３月期第２四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2019年３月期第２四半
期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

２．当社は、2019年５月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益」を算定しております。 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年３月期第２四半期 17,592 9,982 56.7 

2019年３月期 18,482 9,852 53.3 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第２四半期 9,982 百万円   2019年３月期 9,852 百万円 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、輸出や生産が弱含んでいるものの、企業収益が底堅く推移

していることや雇用情勢の着実な改善もあって、緩やかに回復しています。一方、通商問題を巡る緊張、中国経済

の先行き、英国のＥＵ離脱の行方等の海外経済の動向や金融資本市場の変動の影響等について十分に留意する必要

があります。 

当社グループを取り巻く経営環境としましては、当社の重要顧客である国内メーカーの生産は、輸送機械におい

ては底堅く推移し、電子部品・デバイスにおいては下げ止まりが見られるようになっているものの、中国経済など

海外経済の動向には注視する必要があります。また、雇用情勢の面では、新規求人数が横ばいに推移することで、

有効求人倍率がこのところ低下しています。一方、高止まりの傾向は続いており、外部人材活用のニーズは引き続

き底堅く推移しております。 

このような環境の中、当社グループでは、「人を育て 人を活かす」の創業理念のもと、2020年３月期から2022

年３月期までの中期経営計画に沿って、ミッションである「製造系人材ビジネス領域において 絶対評価でトップ

になる」の達成に向けて、日総中期成長サイクルをさらに進化させ、業績拡大と利益率向上に取り組んでおりま

す。 

当第２四半期連結累計期間において、総合人材サービス事業の主力である製造系人材サービス事業では、重要顧

客である「アカウント企業」へ、無期雇用であり定着率の高い「技能社員」を重点的に配属し、技能を高め、提供

サービスの高度化を図り、顧客満足度の向上を図ってまいりました。さらに、採用面では、人材ビッグデータを活

用することで、採用コストを抑制しつつ、配属人数の増加を実現してまいりました。また、全国に９か所ある研修

施設を積極活用することで、利益向上に貢献する教育を実践してまいりました。 

一方、その他の事業では、2018年３月１日に横浜市内６か所目となる介護施設「すいとぴー東戸塚」を開所した

影響に伴う投資費用が発生しておりますが、当第２四半期連結累計期間においては、介護サービスの質の向上を図

り、顧客満足度を高め、入居者数を確保することに努めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高36,797百万円（前年同期比12.2％増）、営業利益1,128

百万円（前年同期比23.2％増）、経常利益1,154百万円（前年同期比24.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益785百万円（前年同期比33.5％増）となりました。 

 

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。 

（総合人材サービス事業） 

総合人材サービス事業では、製造系人材サービスとして製造派遣・製造請負を、事務系人材サービスとして、一

般事務派遣、ＢＰＯ（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｐｒｏｃｅｓｓ Ｏｕｔｓｏｕｒｃｉｎｇ：企業運営上の業務やビジネス

プロセスを、専門企業に外部委託すること）を行っております。 

当第２四半期連結累計期間における当事業の主力事業である製造系人材サービスにおいて、提供サービスの高度

化を図るために、研修施設を活用し、自動車や電子デバイス、精密・電気機械などの分野で活躍できる人材を育成

してまいりました。研修施設には、顧客生産現場と同様の半導体製造装置や自動車の組立、塗装、検査が実践でき

る環境を構築するために積極的に投資を行っております。これらの研修施設を活用した教育を実践することによ

り、製造スタッフの就業意欲を高め、定着率の向上を図ることで、在籍者数が前連結会計年度末と比較し597名増

加いたしました。 

この結果、売上高35,432百万円（前年同期比12.2％増）、営業利益1,126百万円（前年同期比6.3％増）となりま

した。 

 

（その他の事業） 

その他の事業では、介護事業を行っております。 

当第２四半期連結累計期間における当事業の主力事業である施設介護事業においては、介護施設「すいとぴー東

戸塚」の入居者数が増加いたしました。また、既存施設を含めた人件費や運営費などの売上原価を抑えることで、

収益性の向上に努めてまいりました。 

この結果、売上高1,369百万円（前年同期比13.4％増）、営業利益２百万円（前年同期は143百万円の損失）とな

りました。 
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は13,262百万円となり、前連結会計年度末に比べ911百万円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金が1,122百万円減少したことによるものであります。

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産は6,748百万円となり、前連結会計年度末に比べ96百万円減少い

たしました。これは主に、投資その他の資産の「その他」が97百万円減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は20,011百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,008百万円減少いたしました。 

 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は8,028百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,133百万円減少

いたしました。これは主に、未払法人税等が225百万円、未払費用が158百万円減少したことによるものでありま

す。

 当第２四半期連結会計期間末における固定負債は1,301百万円となり、前連結会計年度末に比べ10百万円減少い

たしました。これは主に、長期借入金が58百万円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は9,329百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,144百万円減少いたしました。 

 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は10,681百万円となり、前連結会計年度末に比べ136百万円増

加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益785百万円及び剰余金の配当620百万円によるも

のであります。

 この結果、自己資本比率は53.4％（前連結会計年度末は50.2％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2019年５月10日の「2019年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(2019年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,633 4,510 

受取手形及び売掛金 7,757 7,962 

その他 793 798 

貸倒引当金 △10 △9 

流動資産合計 14,174 13,262 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,033 1,993 

土地 2,760 2,760 

その他（純額） 149 149 

有形固定資産合計 4,942 4,903 

無形固定資産 359 400 

投資その他の資産    

その他 1,543 1,445 

貸倒引当金 △1 △1 

投資その他の資産合計 1,542 1,444 

固定資産合計 6,844 6,748 

資産合計 21,019 20,011 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 183 133 

未払費用 4,751 4,592 

未払法人税等 742 517 

賞与引当金 738 808 

役員賞与引当金 - 12 

その他 2,745 1,964 

流動負債合計 9,161 8,028 

固定負債    

長期借入金 750 692 

退職給付に係る負債 124 195 

その他 437 413 

固定負債合計 1,312 1,301 

負債合計 10,474 9,329 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,006 2,006 

資本剰余金 2,357 2,363 

利益剰余金 6,514 6,678 

自己株式 △342 △334 

株主資本合計 10,535 10,714 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 41 - 

為替換算調整勘定 1 1 

退職給付に係る調整累計額 △32 △34 

その他の包括利益累計額合計 9 △33 

純資産合計 10,544 10,681 

負債純資産合計 21,019 20,011 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 32,783 36,797 

売上原価 27,275 30,587 

売上総利益 5,508 6,210 

販売費及び一般管理費 4,593 5,082 

営業利益 915 1,128 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 6 3 

助成金収入 20 24 

受取家賃 22 16 

その他 20 16 

営業外収益合計 72 63 

営業外費用    

支払利息 18 7 

持分法による投資損失 1 1 

賃貸費用 10 8 

その他 27 19 

営業外費用合計 57 37 

経常利益 930 1,154 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 64 

特別利益合計 - 64 

特別損失    

投資有価証券売却損 - 3 

特別損失合計 - 3 

税金等調整前四半期純利益 930 1,214 

法人税、住民税及び事業税 360 423 

法人税等調整額 △18 6 

法人税等合計 342 429 

四半期純利益 588 785 

非支配株主に帰属する四半期純利益 - - 

親会社株主に帰属する四半期純利益 588 785 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 588 785 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 9 △41 

退職給付に係る調整額 △0 △2 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0 

その他の包括利益合計 8 △43 

四半期包括利益 597 741 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 597 741 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 

 

- 6 -

日総工産株式会社（6569） 2020年３月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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